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カビ毒（マイコトキシン）は食品に付着したカビから産生される代謝物のうち、人や動物に健康被害をもたらす有害成分の総称です。

昨今、食品安全の立場から原材料中のカビ毒の自主検査が増加しています。本スクリーニングシステムは、世界で最も厳しい EU 基準値濃度のマイ

コトキシン10成分をわずか14分で高感度に検出することが可能です。また、試料の誘導体化処理を必要としないため、測定作業の省力化も図れます。

3 つの特長
● 世界的にも最も厳しいEU基準値濃度のマイコトキシンを高感度に検出
● 10 成分を 14 分で迅速スクリーニング
● 分析終了と同時にスクリーニング結果やレポートを確認可能

C190-0437

Nexera-i

注意事項
1. マイコトキシン スクリーニングキットは、穀類（薄力粉、米粉）、牛乳およびリンゴ中

のマイコトキシンのスクリーニング用途として、弊社が得た情報および内容のまま
ご提供するものです。用途外の使用はお控えください。

2. このキットの使用により生じた結果についてはお客様による判断の上でご活用ください。

3．基準値は下記の法令からの抜粋です。
・ Commission Regulation (EC) No1881/2006 of 19 December 2006
・ Commission Regulation (EU) No 165/2010 of 26 February 2010
・ Codex Standard 193-1995
・ Distribution of the report of the ninth session of the codex committee on 

contaminants in foods (REP15/CF)

・ アフラトキシンを含有する食品の取扱いについて（厚生労働省食安発 0331 第 5 号 
平成 23 年 3月31日）

・ 総アフラトキシンの試験法について（厚生労働省食安発0816第1号 平成23年8月16日）
・ 乳に含まれるアフラトキシンM1 の取扱いについて（厚生労働省食安発 0723 第 1 号 

平成 27 年 7月23日）
・ 乳に含まれるアフラトキシンM1 の試験法について（厚生労働省食安発 0723 第 6 号 

平成 27 年 7月23日）
・ 小麦のデオキシニバレノールに係る暫定的な基準値の設定について（厚生労働省

食発第 0521001 号 平成 14 年 5月21日）
・ 乳及び乳製品の成分規格等に関する省令及び食品、添加物等の規格基準の一部改正

について（厚生労働省食安発第 1126001 号 平成 15 年 11月26日）

マイコトキシン EU 日本Codex
含有リスクの

高い食品

各規制による基準値＊1

アフラトキシン
B1,B2,G1,G2

＊1  乳幼児向け食品を除く
法令については注意事項をご参照ください。

アフラトキシンM1

穀類
（小麦など）

デオキシ
ニバレノール

小麦

Total 
4 ～ 15 µg/kg
AFB1 
2 ～ 12 µg/kg

Total 
10 ～ 15 µg/kg

Total 
10 µg/kg

牛乳 0.05 µg/kg 0.5 µg/kg 0.5 µg/kg

オクラトキシンA 小麦など 2 ～ 10 µg/kg 5 µg/kg 設定なし

パツリン りんご 25 ～ 50 µg/kg 50 µg/kg 50 µg/kg

ニバレノール 小麦 設定なし

500 ～ 1750 
µg/kg

1000 µg/kg 1100 µg/kg
（暫定基準値）

ゼアラレノン 穀類 20 ～ 400 µg/kg
（飼料：2 ～ 3 mg/kg）

設定なし 設定なし
（飼料：1 mg/kg）
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全 10 成分を
14 分で検出

総アフラトキシン
（4 成分）

デオキシ
ニバレノール

アフラトキシン
M1

ニバレノールパツリン

オクラトキシンAゼアラレノン

EU 基準値濃度のマイコトキシン 10 成分を 14 分で高感度に検出

データの改ざんや差し替えなどによる “Data Integrity（データの完全性）の欠落 ” を防止 
意図的であれ偶発的であれ、誤った操作によって引き起こされる改ざんを防止し、データの完全性をいかに確保するか、分析ラボが抱えるこれらの

課題を解決する機能が LabSolutionsレポートセットです。LabSolutions DB/CS 版では、LabSolutionsレポートセットにより、従来から実装されて

いる高度なセキュリティ機能に加えソフトウェア操作の「見える化」を実現しています。プリントアウトによるこれまでのレポートでは解決が難しいと

された懸案事項（例：レポート内容の改ざんや差し替え）に対しても、有効なツールとして機能します。

初版発行：2016年8月　3212-05604-20AIT

試料の準備
分析の実行

分析条件の設定
その他レポートの内訳
・装置パラメータレポート
・データ処理パラメータレポート
・検量線レポート
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穀類（薄力粉） 牛乳

穀類（薄力粉） リンゴ

本スクリーニングシステムは、小麦粉や米粉などの穀物、リンゴ、牛乳を対象試料としたマイコトキシン 10 成分の迅速スクリーニングが可能です。

夾雑成分の影響を抑えた最適な前処理法と規制対象成分の分析条件を収録した CD-ROM、分析カラムが同梱されたキットを用いることにより、

すぐに試料の測定が開始できます。

上記スクリーニングキットとNexera-i に加えて、規制対象成分の標準試料、前処理カートリッジ、移動相の準備が必要です。

アフラトキシン類を蛍光誘導体化せず、直接検出が可能
i-Series 内蔵の PDA 検出器での検出に加えて、世界最高レベルの感度を実現した蛍光検出器 RF-20AXS を併用することで、アフラトキシン類を蛍光

誘導体化することなく、EU指令の基準値濃度＊2 を検出することができます。同梱の取扱説明書には対象試料である穀類（薄力粉、米粉）、牛乳、りんご

に合わせて最適化された前処理法を収載しています。抽出から分析までの各手順の留意点をトラブルシューティングとしてまとめておりますので、

初めての分析を行う場合でも安定したデータ採取が可能です。

データブラウザ画面でスクリーニング結果を迅速確認
データブラウザでは採取したデータを画面上にドラッグ &ドロップするだけで、複数のクロマトグラムと自動計算された定量結果が一画面で確認

できます。基準値による判定結果も同時に表示し、検査結果を迅速に把握することができます。

膨大なデータの迅速な合否判定や、
より複雑な統計処理も可能
各サンプルの測定結果を個別の定量レポートやサマ

リーレポートとして自動で作成、ならびに PDF 出力

が可能です。また、マルチデータレポート機能の使用

により、膨大な数のサンプルデータの視認性が向上

します。複数サンプルの合否判定結果を表一覧に出力

し、サンプル数が膨大であっても一目で不合格サン

プルを見出すことができます。また一連の定量結果

を Excel 形式のファイルに自動で出力でき、グラフ

作成や複雑な統計処理などを可能とし、中長期的な

データ管理を強力にサポートします。

EU 基準値濃度の
マイコトキシンを高感度に検出

Ready to Use － システムの設置後、すぐに試料の測定が可能 分析終了と同時にスクリーニング結果やレポートを確認可能

データ解析

分析・
データ採取

蛍光クロマトグラム

前処理

＊2  乳幼児向け食品を除く

マイコトキシン添加濃度はすべて食品換算値です。
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